




























































暑中お見舞い申し上げます
令和元年
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暑中お見舞い申し上げます
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暑中お見舞い申し上げます
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編集後記

雑誌『浄土」
特別 、 維持、賛助会員の方々

飯田実雄（駒ヶ根・安楽寺）
巌谷勝正（目黒．祐天寺）
魚尾孝久（三島・願成寺）
大江田博導（仙台•西方寺）
加藤昌康（下北沢・森巌寺）
粂原恒久（川越．蓮啓寺）
粂原勇慈（甲府・瑞泉寺）
佐藤孝雄（鎌倉・甜徳院）
佐藤久雄（品川・願行寺）
佐藤良純（小石川・光闘寺）
東海林良雲（塩釜・雲上寺）
河本悠大（函館・称名寺）
高口恭典（大阪 ・一心寺）
中島真成('i'f山 ・梅窓院）
中村康雅（消水・実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
成田昌憲（世田谷・大吉寺）
野上智徳（静岡・宝台院）
藤田得三（鴻巣・勝願寺）
堀田卓文（静岡・華陽院）
本多義敬（両国・ 回向院）
松濤泰彦（芝・布松院）
真野龍海（芝・天光院）
水科善隆（長野・究慶寺）
（敬称略•五十音順）

六
月
九
日、

朝
勤
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一
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を
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せ
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頂
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を
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発
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先
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で
し
た。
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は
巻
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が
二
十
三
年
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に
内
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の
玉
稿
を
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し、
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生

を
偲
び
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と
思
い
ま
す゚
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こ
ろ
で
お
盆
の
多
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の
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本
で
は
今
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方
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に
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ら
な
い」

は
誤
訳
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う
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が
苫
か
れ
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い
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葬
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お
釈
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様
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仲
間
の
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の
葬
儀
を
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っ
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い
る
事
実
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げ
て
い
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我
々
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侶
に
と
っ
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は
誠
に
心
強
い
言
娯

で、

う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た。

権
威
あ
る
先
生
の
訳
で
あ
る
と、

そ
れ
が
絶

対
で
あ
り
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
思
い
込

み
が
は
た
ら
き、

問
違
い
を
正
そ
う
と
は
し
な

ホームページ http://jodo.ne.jp/ 
メールアドレス hounen@jodo.ne.jp く

な
っ
て
し
ま
う。

人
権
学
習
の
上
で
も、

多

く
の
人
が
言
っ
て
い
る、

昔
か
ら
言
っ
て
い
る

こ
と
が
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が、
も
っ
と
も
怖
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る。

そ
れ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
話
だ。

（
長）

八
卜
五
巻
ヒ．
八
月
号
頒
価
六
百
円

年
会
四
六
千
円

浄
土

昭
和
卜
年
五
月
ニ
ト
n
筍
三
種
郵
便
物四唸
可

印
刷

令
和
元
年」ハ
月
こ
ト
II

発
行

令
和
元
年
ヒ
月一
n

発
行
人

佐

藤

良

純

編
集
人

加

藤

昌

康

印
刷
所

1
株
式
会
社

暁
印
刷

-T-
O
五
o
o-
―

束
点
祁
港
区
芝
公
園
四・
ヒ・
四
明
照
会
館
四
附

発
行
所

法

然

上

人

鑽

仰

会

屯

話
〇
三（
三
五
ヒ
八）
六
九
四
ヒ

F
A
X
0―
二(-
二
五
七
八）
ヒ
0
三
六

板

替

8―
八
O'
八＇
八
ニ一
八
ヒ

編
集
チ
ー

フ

編
集
ス
タ
ッ

フ

長
谷
川
岱
潤

斎
藤
晃
逍

佐
山
哲
郎

青
木
照
ヤ郎

村
田
洋
一

32 



写経と写詠歌セットのこ案内
特徴①奉

？
）手本に筆ペンで直接なぞる

特徴②法:
―

や行事の待ち時間で写せるA4判

特徴③手本は当会オリジナル

特徴④ 「写経セット」は浄土宗B常勤行式。

特徴⑤ 「写詠歌セット」は宗歌と四季の利歌。

従来の写経と異なる苅墨をなぞる,,J'. 経と写詠：：加のセットです。扱いやすいA4版で

頂ペンでびせます。 手軽にかつ短時間でできる新しいタイプの写経 、 写詠歌ですが 、

轟級奉11:J:を使川していますので、 壌と毛
A

riでも'I J'. せます。 法事や各種行収詠唱会

の待ち時間に、 朝夕のお参りの前後に 、 新たな'lj'.経・写詠歌行廿にこ利川下さい。

甲込日 年 月 日

御名前

御住所 〒

《御寺院欄》 教区

電話

組 寺•院寺院番号

〇写経セッ ト 領価： 12,000円（税込）関東•関西 セット

(1組12枚、10組入り） ※寺院名（ ）を入れる・入れない

※関東版（三奉請）、関西版（四奉請）に丸をおつけ下さい。

〇写詠歌セット 定fiffi: 10,000円（税込） セット

(1組5枚、 20組入り）

※写経セットの寺院名入れは無料です。こ希望の場合は寺院名をお饂き下さい。
※消費税と発送料は領価に含んでいます。商品お届け時の請求困にてお支払い下さい。
※ご注文をいただいてからお届けまで3週間ほどかかりますので 、 こ3承下さい。
※1組からこ注文ご希望の方はFAXにて当会にこ相談下さい。

《本頁をコピー の上、注文を記入して、法然上人鑽仰会ヘ
Fax (03-35 78-7036)、メ ー ル(hounen@jodo.ne.jp)、または
郵送(〒105-0011 東京都港区芝公園4-7-4 明照会館4階）下さい》
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間浄±の連載が

単行本になりました。

発
行
人
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集
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／
長
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川
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聾｀贔砂ぉ-IN's 17褒
知臭

SAYING 

覗穎；知
書

知-<-<•ゆ念

和英対応t去然上Aのお言菓
梶村昇・著 河西良治・訳

こ法語と解説が和文と英文で一冊になりました。
外国の方のお土産にも最適です。 A5 判・ 124 ペー ジ 頒価 1,000円（税別）

電子書籍は下記QRコ ー ドよりご購入いただけます。

日本語版(Japanese)

HONTO 

日本語版(」apanese)

回駁ぎ回

麟
―― 

� 

英語版(English)

闘 AMAZON 

英語版(English)

瓢
法然上人鑽仰会 FAX: 03-3578-7036

〒105-0011 東京都港区芝公圏4-7-4明照会館4階

※お問い合わせは、 Faxまたはメ ール
hounen@jodo.ne.jp へお願いします。
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